
◎地方交付税法等の一部を改正する法律 
（令和三年二月三日法律第三号）   

一、 提案理由（令和三年一月二五日・衆議院総務委員会） 

○武田国務大臣 地方交付税法等の一部を改正する法律案につきまして、その提案理由

及び内容の概要を御説明申し上げます。 

 今回の補正予算により令和二年度分の地方交付税が減少することとなりますが、地方

財政の状況等に鑑み、当初予算に計上された地方交付税の総額を確保するため、減少額

と同額を一般会計から交付税特別会計に繰り入れて令和二年度分の地方交付税の総額に

加算することとしております。 

 この加算額のうち地方負担分に相当する額について、将来の地方財政への影響をでき

る限り緩和する観点から、過去の補正等に伴う精算が一部終了する令和九年度から令和

二十六年度までの各年度における地方交付税の総額から減額することとしております。 

 また、令和三年度分の地方交付税の総額を確保するため、令和二年度に行うこととし

ていた交付税特別会計借入金の償還について、国の加算により償還財源が確保されてい

る額を控除した額の償還を繰り延べるとともに、同額を令和三年度分の地方交付税の総

額に加算することとしております。 

 次に、令和二年度に限り、新型コロナウイルス感染症の影響に伴い、大幅な減収が生

じる見込みの地方税等について、減収補填債の対象に追加することとしております。 

 以上が、この法律案の提案理由及び内容の概要であります。 

 何とぞ、御審議の上、速やかに御賛同を賜りますようお願いを申し上げます。 

二、衆議院総務委員長報告（令和三年一月二六日） 

○石田祝稔君 ただいま議題となりました両法律案につきまして、総務委員会における

審査の経過及び結果を御報告申し上げます。 

 まず、地方交付税法等の一部を改正する法律案について申し上げます。 

 本案は、令和二年度分の地方交付税の総額を確保するため、今回の補正予算による国

税の減収に伴う地方交付税の減少額二兆六千三百三十九億円について、同額を令和二年

度分の地方交付税の総額に加算することとしております。 

 また、同年度における交付税特別会計の借入金を増額するほか、同年度に限り、新型

コロナウイルス感染症の影響に伴い大幅な減収が生じる見込みの地方税等について、減

収補填債の対象に追加することとしております。 

 本案は、去る一月二十二日本委員会に付託され、昨二十五日、武田総務大臣から趣旨

の説明を聴取した後、質疑を行い、これを終局いたしました。本日、討論を行い、採決

いたしましたところ、本案は賛成多数をもって原案のとおり可決すべきものと決しまし

た。 

……………（略）…………… 

 以上、御報告申し上げます。 



三、参議院総務委員長報告（令和三年一月二八日） 

○浜田昌良君 ただいま議題となりました両法律案につきまして、総務委員会における

審査の経過と結果を御報告申し上げます。 

……………（略）…………… 

 次に、地方交付税法等の一部を改正する法律案は、地方財政の状況等に鑑み、令和二

年度における地方交付税の総額を確保するため所要の加算措置を講ずるとともに、同年

度における交付税及び譲与税配付金特別会計の借入金を増額するほか、同年度に限り、

地方税の減収によって適正な財政運営を行うにつき必要とされる財源に不足が生ずると

認められる場合に地方債を起こすことができることとするものであります。 

 委員会におきましては、地方交付税の補填措置と後年度精算の在り方、地方税等の減

収への対応策、地方交付税の算定を通じた保健所の体制強化の必要性等について質疑が

行われました。 

 質疑を終局し、討論に入りましたところ、日本共産党を代表して伊藤岳委員より反対

する旨の意見が述べられました。 

 討論を終局し、採決の結果、本法律案は多数をもって原案どおり可決すべきものと決

定いたしました。 

 以上、御報告申し上げます。 

 


